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Kawaminami Council Newsletter一般質問

德弘 美津子
“ふるさと納税について”

蓑原 敏朗
“町政運営方針について”

一般質問
記事については質問者本人から提出された原文を基に作成しております。
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落雷対策の現状について
【問1】　小・中学校や運動公園等の対策について
【町長】　 町民の安全・安心のために対応していきたい。
【教育長】　学校では、事前に気象情報の確認、状況に応じて計画の
変更や中止、野外での活動を控えるようにしている。文科省からも、県
教委を通じ落雷事故の防止について文書が届き周知を図っている。
【教育課長】　運動公園は、注意喚起を行っている。

【問2】　教育施設の電子・電気機器等への対策は。
【教育課長】　避雷針は、学校にはない。必要な対策としてパソコン
のデータのバックアップはしている。

【問3】　逃雷針設置の検討は
【教育課長】　逃雷針も高さが必要、予算もかかると考える。効果と
予算を比較し検討していく必要があると考える。

【問4】　 教育活動中の雷対策について
【教育長】　落雷の危険性を察知する指導をしている。

【問5】　日本ラグビー協会に分かりやすい指針があるが参考に
してみては
【教育長】　貴重な意見だ。判断しやすい具体的な指導が必要。

【問6】　 携帯型の雷センサーの貸出しの導入の検討は。
【教育課長】　調査検討を行いたい。

５歳児健診について
【問7】　 本町での状況について

【町民健康課長】　５歳児健診はまだ行っていない。

【問8】　５歳児健診の有用性とは
【町民健康課長】　５歳前後は対人関係や言葉の発達の遅れなど
が見えやすくなる時期。３歳６か月健診から就学時健診までの３年
の期間を見ても５歳児健診は非常に有用と考える。

【問9】　５歳児健診の導入について
【町民健康課長】　こども家庭庁は、令和10年度に向けて健診実
施率100％を目指している。町としては、来年度に向けて取組たい。
問題点は、専門医不足。開業医の先生は自身の病院を一時的に閉
めて、健診に対応するため対策が必要と考える。

移住・定住促進対策について
【問10】　婚活について町独自の調査は
【町長】　過去に様々な婚活事業を行った。なかなかニーズに合わ
ず、マッチングしていない。現在は、県の婚活事業を紹介している。

【問11】　若者への婚活等に対するアンケート調査やヒアリング
の予定について
【町長】　川南町独自では考えていない。

【問12】　出会いの場についての考えは
【町長】　町民から出会いの場を創設してとの話があった。みやざ
き結婚サポート等も利用すべきと考える。
【まちづくり課長】　県は少子化対策の一環として宮崎結婚サポー
トセンターが一対一のお見合いをサポートし、結婚縁結びを応援
するポータルサイト「えんむすびみやざき」ＳＮＳでの「ひな恋」等
で婚活イベント情報を配信している。

【問13】　他自治体では、婚活イベントを支援し実施し、地域活
性化と併せて観光資源を活用した婚活事業を行っているが、町と
しての見解は。
【町長】　積極的に取り組むべきと考え、検討していきたい。

中瀬 修
“公共施設の落雷対策について”

【問6】　地域振興計画と個人世帯解消は　分館制度から自治公
民館制度移行時の目標は、地城振興計画策定と個人世帯解消であ
ったが、どうなったか。
【まちづくり課長】　振興班への加入率は平成29年をピークに減少
の一途、地域振興計画は策定し、各自治公民館が見直し検討しなが
ら実施している。令和5年度実施の自治公民館役員、振興班長対象
のアンケートは自治公民館制度に満足との回答は40.3%。

【問7】　課題と地域の見直しは　小学校区を範囲としており、範
囲が広く活動が見えづらいことがあるということだが、地域の見直
し等は検討しないのか。
【まちづくり課長】　町のホームページに行事予定を掲載する等活
性化に努める。変更の考えはない。

【問8】　振興班未加入世帯増加による弊害　振興班では各種団
体機関等に寄付等し、制度の維持に寄与しているが、このままでは

崩壊しかねない。
【町長】　寄付は振興班で判断すべき、振興班加入にハードルがあ
れば、それは下げるべき。

スマートインター
【問9】　スマートインター基本計画策定業務委託料は検証不十
分として減額補正したが、どの様な検証をするのか。
【町長】　高鍋・都農インターの中間に位置し5分で行ける。新たな
工業団地の検討中で救急医療はパーキング緊急車両入口が利用可
能、緊急を要するとは考えない。

【問10】事業判断　人口減少や少子化の中で失敗を恐れて座し
て死を待つ姿勢は批判されるべき。出来ないやらない理由を探す
のでなく、インターを含め早急な判断を。
【町長】　 事業はすべて優先順位をつけてやる。
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ゴミ問題について
【問1】　過去のコンポスト等活用状況（①成果、②結果の分析）と
③今後の対応は？
【環境課長】　①補助事業を３年間実施し一定の効果はあったが、
事後の要望等はなし。②分析の実施は聞いていない。③補助事業の
計画はなく啓発を重点的に行う。

【問2】　流木問題への対応（①事前対策、②事後対策、③流域町
村や国・県との連携体制）は？
【環境課長】　①県がガイドラインを策定しパトロールや研修を実
施中。②町が予算を確保し流木回収を継続する。③今後も県と連
携して取り組む。

【問3】　漂着物の中の家庭ゴミへの対応は？
【環境課長】　年間１００万円規模で監視・回収を実施、不法投棄
は減少傾向だが完全には解消せず。ゴミの適正処理については啓
発活動を継続。

災害対策について
【問4】　福祉避難所とはいかなるものか？
【総務課長】　高齢者や障がい者など要配慮者向けの専用設備整
備済み避難所で、一般利用は不可。

【問5】　要配慮者の把握及び個別避難計画作成進捗状況は？
【福祉課長】　避難行動要支援者名簿には５２７名を登録済み。沿
岸地区を優先に計画作成中で、現在８名の計画書が完成。６月中
に３４名分が完成予定。

【問6】　①移動困難時の避難対応（要配慮者の受入れ等）、
②施設に不備がある場合の対応は？
【総務課長】　①業務委託提携の土木業協会へ対応を依頼。②一
部の施設で段差の解消や設備が未整備で、関係機関と連携し改善
に努める。

【問7】　コミュニティセンターの耐震化の現状と今後の対応は？
【総務課長】　５施設のうち２施設が旧耐震基準の建物である。地
震時は活用せず、隣接の小学校へ誘導予定。

【問8】　大地震発生時の、近隣町村との連携は？
【総務課長】　西都児湯広域協定等により、相互支援協定を締結済
み。要請があれば、あらゆる手段を講じて応援に努める。（内容の定
期的な見直しも必要と指摘。）

【問9】　他町からの避難者受け入れへの対応は？
【総務課長】　町内想定避難者数は約５,９００名と推定。救援を求
める方に町民会中は関係なく、あらゆる手段を講じて応援に努める。 

【問10】　被災時の通信障害発生への対応は？
【総務課長】　町内においては消防団が使用しているＭＣＡ無線を
用い、各地区及び各避難所等と通信連絡を図る予定。

【問11】　回復までの臨時通信手段の確保は？
【総務課長】　総務省の災害用通信機器貸与事業を活用し要請す
る。（要請の時期が重要と指摘。）

【問12】　町内のアマチュア無線の活用可能性は？
【総務課長】　町でのアマチュア無線局数の把握はしていない。県
を通じてアマチュア無線局の協力が得られるものと考える。（児湯・
川南町の登録団体なしを指摘。）

北原 輝隆
“ゴミ問題・災害対策”

移住者支援について
【問1】　移住に最も大事な事は住まいの確保だと思うが、空家バ
ンク登録件数は少ないようにある。所有者の登録促進へ向けての
取組は検討されているか。
【まちづくり課長】　現状、土地建物の相続が終わって無いもの、抵
当権が設定されているものについては登録できない。又賃貸・売買
物件としてふさわしくない古い物件や、管理状態の悪い物件は、

除去事業助成金の活用をお勧めしている。ちなみに、平成27年、空
家バンク設置以降、累計登録物件数35件、内契約成立件数21件で
60％の契約成立状況となっている。

【問2】　この空家バンク登録に関しては、かなりハードルが高い
ように感じる。実際この川南町空家に関して、何件が登録できる
のか？移住生活を試したい方、家の改築等で数か月間借りたい人
が利用できればと思うがいかがか。
【町長】　空家バンクのハードルが高いという事だが、これにつ
いては町内の方々が利用し易い方向へと、担当課と協議の上策
定進めて行きたい。貸家に関しては町内の不動産屋さんが先か
と考える。

永友 美智子
“移住者支援について”

一般質問
記事については質問者本人から提出された原文を基に作成しております。
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一般質問

宗麟原供養塔・松山の陣について
【問1】　宗麟原供養塔、松山の陣は、戦国時代という日本の歴史
の大きな転換期を、象徴する貴重な文化財だ。
　来年の大河ドラマは、豊臣秀吉の弟、豊臣秀長が主人公とし
て描かれる。
　松山の陣は、耳川の合戦で大友氏が陣を構え、豊臣氏の九州
征伐では豊臣秀長が陣を構えた場所で、歴史的な価値が極めて
高い史跡だ。
　宗麟原供養塔は昭和8年に史跡として国の指定を受けた。昭和52
年、400年祭を機に、湯迫地区の方々が中心となり守ってきた。現在
は、宗麟原供養塔保存会の方々が、毎月草刈りや清掃を行ってる。
　松山の陣跡に行ってみた。雑草が生い茂り、案内板も立っていない。
　宗麟原供養塔保存会の方から、この松山の陣の保存と整備に関
しての要望書が昨年11月に出されている。
　川南町としてこれら松山の陣の保存整備についての要望書をど
う捉え、史跡の価値をどう認識しているか?
【町長】　川南町の史跡として大切なものと捉えている。木城町と連 
携し協力していこうという話をしている。川南町の観光という捉え方
で交流人口を生むことも可能だと思っている。大切な史跡なので維
持管理に努めていきたい。

【問2】　松山の陣跡を町の史跡に指定し、さらに県や国に対して 
申請をするべきではないか ?
【教育長】　町の文化財保護審議会での審議をお願いしている。そ
の結果をうけて町指定・県指定・国指定等の対応について検討して
いく。

【問3】　宗麟原供養塔、松山の陣跡の他にも、国指定の川南古墳
群や後牟田遺跡などがある。観光資源として活用は考えているか?
【町長】　川南町の文化歴史に対しては非常に弱い分野と捉える。
文化・歴史・遺跡というのは大事だと思っているのでしっかりと進
めていく。
【教育課長】　文化財保護審議会が管轄するものであり、天然記念
物・無形文化財などいろいろ審議していただいているところだ。

【問4】　学校教育の場で史跡や文化財についての学習は行って
いるか?
【教育長】　総合的な学習の時間における、ふるさと学習等におい
て、郷士の史跡を含めた伝統や自然産業等について調べる学習を
設定している。

【問5】　大河ドラマと連動した企画やPR活動、プラッツにも史跡
を紹介する大きなポスターを貼ったり、町民を対象とした歴史講
座や史跡めぐりツアーの開催など考えたらどうか。
木城町とも連携し、この大河ドラマの放送の機会に、ぜひ川南町の
発展につなげていく施策PRを考えていないか。
【町長】　現在、木城町や大分の大友宗麟保存会が大河ドラマ誘致
に向けて熱心に取り組んでいる。川南町も、歴史の舞台として関わ
る可能性があるが、NHKへの直接的な働きかけは現時点では難
しいと感じる。

小嶋 貴子
“川南町の文化財”

【問3】　Uターン就農者が中古物件購入しようとしたが、町道から
家までの道が法定外道路であったがため、住宅ローンの申請に苦
労した。就農移住者は町にとって宝だと思う。町長が考えていらっ
しゃる”移住支援アドバイザー”は具体的にどのような施策を想定
しているのか。
【町長】　商工会、農協、漁協が連携して相談に乗る、そんな組織を
考えている。金融に関することも、アドバイスが出来ると考える。

【問4】　今後、移住希望の方が来たら、”移住アドバイザー”の方
へご紹介頂けるのか。
【町長】　現在は”地域おこし協力隊”の隊員が移住、相談等の窓口
になっている。ここで対応できない案件に関してご協力頂く予定で
ある。

【問5】　その”移住支援アドバイザー”なるものの中に地元金融機
関も入り、融資制度の見直しができるのか。
【町長】　町と金融機関の連携した低金利という考えはまだない
し、難しいが、そういう問題に関してのアドバイスが出来るのでは
と思う。

【問6】　令和7年5月現在、川南町の総人口14,412人。自治公民
館別に見ると中央地区、西地区にほぼ半数の人がいて、私が住む
多賀地区は1,363人で60歳以上が半数を占める現況。農業振興
地域の縛りで、移住者を入れようにも家を建てる宅地が見当たら
ず、このままだと中央にばかり人がより、端の地域は高齢化が進む
状況かと、これについて、どうお考えか。
【町長】　農業振興地域は町独自の考えでは判断できない。中央に
人、事業所を集め効率的に動くようにする事を考えているが、人口
が減少している地域もしっかり守っていかねばと思っている。
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川南の人口と推移 毎月1日現在の現住人口

人口

令和7年5月

令和7年6月

令和7年7月

14,067人

14,050人

14,045人

54人

51人

37人

84人

54人

24人

5人

8人

4人

23人

22人

22人

6,008世帯

6,003世帯

6,004世帯

転入 転出 世帯数
出生 死亡

自然増減

【問1】　去年中学校のアンケートのことで、私たち議員に説明が
あった。その時に私はアンケートの項目の中に小中一貫校を希望
しますかを入れてくださいと要請したが、配布されたアンケートの
中には小中ー貫校は外されていた。町民がどんなふうに考えてい
るか全世帯に配ったアンケートだ。ものすごいチャンスだ。ここで
意見を捨うのが1番教育委員会行政にとっても大事なところだ。な
ぜ小中ー貫校の項目を外したのか。
【教育長】　私が教育長になったのは12月26日。その時すでにアン
ケート調査は終わっていた。アンケートの作成に当たっての経過に
ついては全くわからない。

【問2】　アンケートのコメント欄に小中一貫校の希望が350件位
あったと思う。項目の中に入れておけばトップだったかもしれない。
基本方針の作成に教育長は関わりはあったか?
【教育長】　作成に関わっている。

【問3】　基本方針に町中央部に新中学校を新規整備すると出て
いるが、小学校については段階的な統合や小中ー貫校も視野に入
れながら検討していく中学校を中央部に新規整備すると決めてい
るが、その下に小中一貫校も視野に入れながら、これでは視野に入 
れる事はできないのではないか。
【教育長】　中学校建設する場合も、小学校のことも想定した上で
の建設も視野に入れていかないといけないと思う。

【問4】　私が1番心配しているのは、中学校だけ建設したら、小学
校は10年20年も作ることができないのではないか。　
今中学生の学力が低くなっている。建物を建てるのは後回しで
いい。学力をどうやってあげるかだ。新しい校舎に行ったら学力
が上がると言うのはだめだ。今あげなければだめだと思うが。
【教育長】　学校の子供たちの状況を踏まえて授業改善をしてもら
い、教育委員会は学校をサポートし、今後とも学力向上について進 
めていきたい。

【問5】　国立療養所の裏の敷地に6年後に小中ー貫校建設を検
討すべきと思うが。川南小のグラウンド、唐中のグラウンド・体育
館も利用できる。小学校のアンケートでは統合を希望するが、約
70%あった。串間市の説明では、学校を1つに約1億円かかる。1
つの学校にすれば1億から2億で済む。通学もスクールバスを動か
してどこにいても子供は安全な通学が確保される。今中学校だけ
立てるのでなく小中一貫校を検討すべきだ。
【教育長】　小中一貫校を建設する場合、開校が見込まれる時期が、
児童生徒数が850から900名規模の学校になりそう。今後児童
生徒数が減少していく中で、その規模の学校建設が果たして妥当
なのかどうか、やはり小学校の統合について、他の方法も考えられ
るので検討したいと思う。

河野 禎明
“中学校の統合に関わる
　　　　 基本方針について”

一般質問
記事については質問者本人から提出された原文を基に作成しております。
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議会活性化調査特別委員会

GOAL

APPROACH

身近でわかりやすい議会を目指す

この特別委員会は、町民に身近な議会及び議員の活動の活性化と充実のために、
必要な取組を調査検討することによって、町政の情報公開と町民参加を基本にした、

川南町の持続的で豊かなまちづくりの実現に寄与することを目的とする。

「議会活性化調査特別委員会」を設置

目的は？

何に取り組む？
（1） 【議会×住民】住民の声の反映
議会報告会では議会定例会での議論の報告を行い、
ワークショップでは、参加者同士が自由に意見やアイデアを交換し、
議員との意見交換も可能な場とする。
こうした取組により、住民の声が反映された政策の実現に
つながり、地域への信頼感や議会への期待が高まると考える。

•年４回開催される定例会の終了後、
 議会だよりの発行にあわせて議会報告会を実施する。
•各関係機関 / 団体との意見交換会も計画的に実施する。

（2） 【議会×SNS】積極的な情報発信
議会の傍聴に行きたいけど忙しくて行けないとの声を聞く。誰もがいつでも見れる・
聞ける議会を目指し、YouTubeといったSNSを活用した積極的な情報発信の取組を検討していく。

•先進地自治体の取り組みを調査　•ケーブルテレビ事業者との連携

（3） 【議会×子どもたち】新しい形の主権者教育
町の未来を担う子どもたちに、政治や議会について学び、考える機会を
提供するため、小中学生を対象とした教育プログラムを実施する。

（4） 【議会の機能向上】持続可能な議会へ
人口減少により課題が増す中、議員のなり手不足によって住民が自らの代表を
選出できないような事態を招かないよう、住民にとって納得感のある委員会構成、
議員定数、議員報酬について調査研究を進める。

（5） その他、必要と認める調査研究

まちをつくる
って何だろう

？
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議会報告会・編集後記

　5月16日に議会報告会を開催した。今回は3月に行われた出直し選挙後初の開催であり、13名の議員がそれぞれ
自己紹介を行った後に、3月定例会で決定した予算や条例について報告を行った。報告に続いて質疑応答を行い、ス
マートインターチェンジ計画を町が見送った経緯や、元気アップ事業、また消防団活動への支援のあり方などについ
て質問や意見が出された。当日の参加者は52名であった。

　開催時期について「3月議会後、4月中に」との希望があり、進行については、「一部の議員しか発言せず、参加の意
義が疑問」との厳しい意見がある一方で、「議会体制が変わり、スムーズで分かりやすかった」「風通しが良くなった」と
評価する意見も寄せられた。また、町政運営方針への期待と同時に、具体策の追及を求める声や、文化ホール・図書
館の指定管理者問題についての説明を評価する声、さらなる検証を求める意見もあった。そのほか、参加者の年齢層
に偏りがあり、若者の参加が少ない点や、発言内容の偏りを懸念する声も見られ、今後の開催に向け、報告内容の質
や幅広い層の参加を促す方法の模索が必要と感じた。

令和７年度第1回議会報告会を開催

［ 編集後記 ］　
　今年も7ヶ月が過ぎた。6月から真夏日が続出する傾向だ。熱中症で搬送され死亡する事
故も起きている。このため熱中症対策も万全を期す必要がある。線状降水帯も頻発し豪雨も
予想される。これから台風も来る、おまけに地震災害も予断を許さない状況にある。こういっ
た自然災害に自分たちは十分な対策を講じているか。災害が発生して自分たちの命を自分
達の力で守る事が大事なのではないか。その対策の一環として自主防災組織への取組が取
り沙汰されているが、当該組織の存在は大いに意義があると思う。自助努力には限界がある。
それを補うために共助は必要。その上で公助を求めていく。そして被害を最小限に抑える。そ
のためには今後自主防災組織づくりが喫緊の課題に思えてならない。　　　岸本茂樹

編集委員： 德弘 美津子　小嶋 貴子　今井 孝一　中瀬 修　岸本 茂樹　永友 美智子

［編集・発行］ 宮崎県川南町議会 〒889-1301 宮崎県児湯郡川南町大字川南13680-1 TEL 0983-27-8017　
［発行者］ 川南町議会議長　［編集者］ 議会広報編集特別委員会　［印刷］（有）アックプリント
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「報告内容」
・町政運営方針　　・令和７年度一般会計予算及び令和６年度一般会計補正予算
・人事案件　　　　・訴訟上の和解について

6月定例会議事録 一般質問議事録


